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授業のねらい

現代日本の家族法を学び、基礎知識を身につける。タレント夫妻が代理出産の子どもの出生届を
出しに行ったら受け付けられなかったという事件があった。また再婚して新しい夫の子が生まれ
たので出生届を出しに行ったら離婚後300日以内の出生なので前の夫の子としてしか受け付けら
れなく、戸籍のない子どもが生じているという事件も報道された。想定外のことが起こったり規
定の不備によって色々な問題が起こっている。この授業では日本の家族法を概観しながら問題点
を確認して、最近の法改正について説明する。　

授業時間外学習

・授業前にシラバスを見て、その回の予習をしておく。
・前回の確認テストを次の回に全問正答できるように復習しておく。
・その回に学んだことについて次回までにレポートを作成する。
・確認テストについてel-campusによってフィードバックを行う。

　授業計画

　回 　主　 　題 内容・授業⽅法・予習および時間・復習および時間・得られる成果など

　1
授業について
婚約　

最初に、授業のオリエンテーションをします。それから婚約について学びま
す。（L)
予習（2時間）シラバスを見て、予習する。
復習（2時間）確認テストが全問正答できるように復習する。授業の内容につ
いてレポートを作成する。
確認テストについてel-campusからのフィードバックを行う。　

　2
【夫婦】
婚姻届
婚姻の実質的要件　

【夫婦】
法的に結婚するために必要な婚姻届と、婚姻に必要な条件について学びます。
（L)
予習（2時間）シラバスを見て、予習する。
復習（2時間）確認テストが全問正答できるように復習する。授業の内容につ
いてレポートを作成する。
確認テストについてel-campusからのフィードバックを行う。　

　3婚姻の実質的要件　

引き続き、婚姻に必要な条件について学びます。
（L)
予習（2時間）シラバスを見て、予習する。
復習（2時間）確認テストが全問正答できるように復習する。授業の内容につ
いてレポートを作成する。
確認テストについてel-campusからのフィードバックを行う。　

　4婚姻の効力　

婚姻すると、どのような法的効力が生じるのかについて学びます。　
（L)
予習（2時間）シラバスを見て、予習する。
復習（2時間）確認テストが全問正答できるように復習する。授業の内容につ
いてレポートを作成する。
確認テストについてel-campusからのフィードバックを行う。　

　5夫婦の財産関係　

婚姻の効力のなかでも重要な夫婦の財産関係について学びます。
（L)
予習（2時間）シラバスを見て、予習する。
復習（2時間）確認テストが全問正答できるように復習する。授業の内容につ
いてレポートを作成する。
確認テストについてel-campusからのフィードバックを行う。　

　6離婚　 離婚についての法律の考え方、離婚方法について学びます。
（L)
予習（2時間）シラバスを見て、予習する。



復習（2時間）確認テストが全問正答できるように復習する。授業の内容につ
いてレポートを作成する。
確認テストについてel-campusからのフィードバックを行う。　

　7
離婚
財産の分与　

引き続き、離婚方法についてと、離婚に際しての財産分与について学びます。
（L)
予習（2時間）シラバスを見て、予習する。
復習（2時間）確認テストが全問正答できるように復習する。授業の内容につ
いてレポートを作成する。
確認テストについてel-campusからのフィードバックを行う。　

　8レポート作成

前半の授業で学んだ中から、一つのテーマにつきレポートを作成します。
　（L)　
確認テストについてel-campusからのフィードバックを行う。
予習（2時間）レポート作成の準備をする。
復習（2時間）作成したレポートの内容を復習する。　

　9
【親子】
子の養育
親の確定　

離婚に際して問題になる子どもの養育について学びます。
【親子】
テーマは夫婦から親子に変わります。まず、どのようにして法的な親をきめる
のかを学びます。
（L)
予習（2時間）シラバスを見て、予習する。
復習（2時間）確認テストが全問正答できるように復習する。授業の内容につ
いてレポートを作成する。
確認テストについてel-campusからのフィードバックを行う。　

　10 親の確定　

引き続き、どのようにして法的な親を決めるのかを学びます。
（L)
予習（2時間）シラバスを見て、予習する。
復習（2時間）確認テストが全問正答できるように復習する。授業の内容につ
いてレポートを作成する。
確認テストについてel-campusからのフィードバックを行う。　

　11 親権　

親権とはどのようなものであるかを学びます。
（L)
予習（2時間）シラバスを見て、予習する。
復習（2時間）確認テストが全問正答できるように復習する。授業の内容につ
いてレポートを作成する。
確認テストについてel-campusからのフィードバックを行う。　

　12 人工生殖　

生殖補助医療（人工授精、体外受精）により出生した子について、その法的親
子関係を学びます。　
（L)
予習（2時間）シラバスを見て、予習する。
復習（2時間）確認テストが全問正答できるように復習する。授業の内容につ
いてレポートを作成する。
確認テストについてel-campusからのフィードバックを行う。　

　13 人工生殖　

代理母について、その法的親子関係について学びます。
（L)
予習（2時間）シラバスを見て、予習する。
復習（2時間）確認テストが全問正答できるように復習する。授業の内容につ
いてレポートを作成する。
確認テストについてel-campusからのフィードバックを行う。　

　14 人工生殖　

代理母について、各国の規制を学びます。また生殖補助医療についての法的ル
ールの基本的な考え方を学びます。
また補足として、最近話題の同性婚訴訟について解説します。
（L)
予習（2時間）シラバスを見て、予習する。
復習（2時間）確認テストが全問正答できるように復習する。授業の内容につ
いてレポートを作成する。
確認テストについてel-campusからフィードバックを行う。　

　15 人工生殖　 代理母についてのビデオを見てもらい、少数派である代理母実施者の観点から
この問題を考えます。
授業アンケートに答えてもらいます。
期末テストについてお知らせします。
（L)



予習（2時間）シラバスを見て、予習する。
復習（2時間）授業の内容についてレポートを作成する。
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授業の到達目標・学習
成果 現代日本の家族法の基礎知識を身につける。　

　成績評価の対象となる項目・配分
　項　　目  配　　分 　％

確認テスト、授業内発表、授業レポート（宿題）
【評価基準】授業の理解度について評価を行う。　 67　 　％

レポート作成・期末試験
【評価基準】現代日本の家族法の基礎知識の習得について評価を行う。 33　 　％

　％
　％
　％
　％

　計　1
00 ％

上記以外の対象となる　
事項

座席指定通り座っていない場合は、その都度3点減点する。私語を注意した場合、その都度3点減
点する。授業態度が悪く注意しても改まらない場合は、学期途中でも不合格とする。　

教科書 『法学六法』石川朗ほか編、信山社。　

参考書 『家族法の歩き方』本山敦　日本評論社、『家族法』二宮周平　新世社、『民法Ⅳ』内田貴　東
京大学出版会　など　　

授業に関する質問等の
方法 初回授業で担当教員に確認をしてください。

備　　考 平常点重視なので1回目から受講しないと成績評価が不利になります。el-campusを利用しますの
で、el-campusの使い方を学んでおいてください。座席指定をします。　　


